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母
校
の
創
立
七
十
周
年
に
寄
せ
て

　
　
松
苑
会

　
　
　
会
　
長
　
来
　
海
　
公
　
子

　

会
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
つ

つ
が
な
く
お
暮
ら
し

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
め
ま
ぐ
る

し
く
変
貌
す
る
現
代

社
会
に
ど
の
よ
う
に

対
応
す
れ
ば
よ
い
の
か
戸
惑
う
こ
と
の
多
い

日
々
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
時
は
刻
々
と
過
ぎ
私

た
ち
の
母
校
「
島
根
県
立
大
学
短
期
大
学
部
松

江
キ
ャ
ン
パ
ス
」
は
、
今
日
ま
で
着
々
と
力
強

い
発
展
を
続
け
、
昨
年
創
立
七
十
周
年
の
記
念

す
べ
き
年
を
迎
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
松
苑
会

も
大
学
と
共
催
で
昨
秋
沢
山
の
会
員
の
皆
様
に

お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
島
根
県
知
事
様
を
始
め

多
数
の
ご
来
賓
の
方
々
を
お
迎
え
し
、
盛
大
な

記
念
事
業
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

遠
路
は
る
ば
る
ご
出
席
い
た
だ
い
た
恩
師
の

方
々
と
再
会
を
喜
び
合
う
卒
業
生
で
、
終
始
賑

わ
い
ま
し
た
。

　

顧
み
ま
す
と
、
母
校
は
昭
和
二
十
一
年
島
根

県
立
女
子
専
門
学
校
と
し
て
設
立
以
来
、
山
陰

の
女
子
高
等
教
育
機
関
と
し
て
、
地
域
社
会
に

大
き
く
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、

大
学
で
学
ん
だ
卒
業
生
は
一
万
名
を
超
え
、
県

内
を
は
じ
め
全
国
各
地
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
も
偏
に
島
根
県
を
始
め
各
方
面
の
ご

尽
力
に
よ
り
、
専
門
的
知
識
や
技
術
を
学
ん
だ

こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
卒
業
生
と
し
て
改
め
て

心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
る
次
第
で
す
。

　

大
学
の
七
十
年
は
、
時
代
の
変
遷
と
共
に
幾

多
の
移
り
変
わ
り
を
遂
げ
ま
し
た
。
大
学
も
公

立
大
学
法
人
と
な
り
、
学
科
再
編
、
男
女
共
学

を
経
て
念
願
で
あ
り
ま
し
た
四
年
生
学
部
が
平

成
三
十
年
度
に
新
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
短
期
大
学
部
も
存
置
さ
れ
大
き
く
飛
躍
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
学
舎
の
増
改
築
に
伴
い
、
松
苑
会
事
務

局
も
こ
れ
ま
で
の
建
物
か
ら
よ
り
便
利
な
場
所

を
計
画
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
卒
業
生
会
館

が
、
教
育
後
援
会
を
中
心
と
し
て
建
設
計
画
中

で
あ
り
、
今
後
同
窓
会
と
し
て
も
活
用
さ
せ
て

頂
け
る
も
の
と
期
待
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

創
立
七
十
周
年
を
大
き
な
節
目
と
し
て
、
母

校
の
長
い
歴
史
と
伝
統
あ
る
教
育
・
研
究
が
時

代
の
要
請
に
応
え
て
一
層
高
め
ら
れ
、
充
実
発

展
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
、
松
苑
会
も
会
員
一
同

益
々
絆
を
深
め
、
母
校
と
共
に
あ
ゆ
み
続
け
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご

支
援
ご
協
力
を
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

松
苑
会
会
報
に
寄
せ
て

松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
副
学
長

　
岸
本
　
　
強

　
　
（
昭
和
五
十
六
年
四
月
保
育
科
着
任
）

松
苑
会
役
員
の

皆
様
を
は
じ
め
、

会
員
の
皆
様
に
は

日
頃
か
ら
本
学
の

教
育
・
学
生
支
援

か
ら
就
職
活
動
に

至
る
ま
で
、
様
々

な
場
に
お
い
て
多
大
な
ご
支
援
を
賜
っ
て
お
り

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
、
松
江
キ
ャ

ン
パ
ス
内
に
「
松
苑
会
事
務
所
」
を
開
設
さ
れ

て
か
ら
は
、
繋
が
り
も
益
々
強
く
、
よ
り
幅
広

く
ご
支
援
を
賜
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
大
先

輩
方
が
間
近
で
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
眼

差
し
は
、
学
生
に
と
り
ま
し
て
安
心
と
安
ら
ぎ

を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す

と
共
に
、
大
学
に
と
り
ま
し
て
も
心
強
く
、
感

謝
の
念
で
一
杯
で
す
。

昨
年
度
は
松
苑
会
様
と
共
催
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
、「
創
立
七
十
周
年
記
念
事
業
」
を
盛

大
に
挙
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昭
和

二
十
一
年
の
「
島
根
県
立
松
江
女
子
専
門
学
校

（
保
健
・
被
服
）」
設
立
を
創
立
と
し
、
古
希
を

迎
え
る
本
学
短
期
大
学
部
は
、
長
年
、
島
根
県

に
お
け
る
女
子
高
等
教
育
機
関
と
し
て
多
く
の

有
為
な
人
材
を
輩
出
し
て
き
た
と
自
負
し
て
い

ま
す
。
平
成
十
九
年
か
ら
は
島
根
県
立
の
浜

田
、
出
雲
、
松
江
の
大
学
・
短
大
が
統
合
法
人

化
と
共
に
男
女
共
学
と
な
り
、
今
で
は
少
数
な

が
ら
男
性
の
卒
業
生
も
活
躍
し
て
い
ま
す
。
こ

の
度
の
「
記
念
事
業
」
は
、
平
成
三
十
年
四
月

の
開
学
を
目
指
す
四
年
制
新
学
部
設
置
申
請
作

業
を
進
め
て
い
る
最
中
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
の
で
、
こ
れ
ま
で
を
懐
古
す
る
と
と
も
に
、

松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
改
編
を
公
表
す
る
絶
好
の
決

起
集
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。

平
成
三
十
年
四
月
か
ら
松
江
キ
ャ
ン
パ
ス

は
、
新
設
す
る
四
年
制
学
部
二
学
科
と
改
編
し

た
短
期
大
学
部
二
学
科
が
併
設
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
（「
人
間
文
化
学
部　

保
育
教
育
学

科
四
〇
・
地
域
文
化
学
科
七
〇　

名
称
は
仮

称
」
と
「
短
期
大
学
部　

保
育
学
科
四
〇
・
総

合
文
化
学
科
四
〇
」）。「
健
康
栄
養
学
科
」
は

出
雲
キ
ャ
ン
パ
ス
の
四
年
制
「
看
護
学
部
」
と

一
緒
に
な
り
、「
看
護
栄
養
学
部　

健
康
栄
養

学
科
四
〇
」
と
な
り
、
短
期
大
学
部
の
募
集
は

停
止
さ
れ
ま
す
。
七
十
年
も
の
歴
史
が
あ
り
ま

す
と
、
本
学
沿
革
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
幾
多

の
改
編
を
経
て
現
在
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
今
回
は
中
で
も
大
き
な
変
革
で
は
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
連
綿
と
続
く
こ
の
松
江

キ
ャ
ン
パ
ス
に
と
っ
て
は
歴
史
の
一
コ
マ
で
し

か
な
い
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

限
ら
れ
た
紙
面
で
は
全
て
を
記
す
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
平
成
三
十
一
年
度
に
は
「
卒
業

生
会
館
（
仮
称
）」
が
建
設
予
定
で
、
卒
業
生

の
皆
様
と
の
新
た
な
交
流
拠
点
に
な
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
松
苑
会
の
皆
様
に
は
、
こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
七
日
、
ホ
テ
ル
一
畑
に
お
い
て
創
立
七
十
周
年
記
念
行
事
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

総
会
の
の
ち
、
溝
口
県
知
事
を
は
じ
め
旧
学
長
、
旧
教
職
員
の
方
々
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
ご

来
賓
に
ご
臨
席
を
賜
り
、
盛
大
な
式
典
を
厳
粛
に
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
に
続
い
て
の
パ
ー

テ
ィ
ー
は
三
百
名
余
り
の
参
加

者
で
大
き
な
会
場
い
っ
ぱ
い
に

埋
め
尽
く
さ
れ
、
数
十
年
ぶ
り

に
お
会
い
す
る
恩
師
や
久
し
振

り
に
出
会
う
同
級
生
と
の
再
会

に
、
会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
歓
声

が
上
が
り
華
や
か
な
雰
囲
気
に

包
ま
れ
て
大
変
な
盛
況
で
し

た
。

　

午
後
の
公
演
は
「
小
泉
八

雲
・
朗
読
の
し
ら
べ
」
と
題
し

て
、
小
泉
凡
先
生
の
講
演
に
始

ま
り
、
佐
野
史
郎
・
山
本
恭
司

両
氏
の
熱
の
こ
も
っ
た
素
晴
ら

し
い
朗
読
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
会
場
が
一
体

と
な
っ
て
感
動
の
余
韻
を
残
し

つ
つ
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

七
十
周
年
記
念
行
事
開
催

創
立
七
十
周
年
記
念 

総
会
・
式
典
・
パ
ー
テ
ィ
ー

　
並
び
に
公
演
会
開
催

総会の
様子

来海会長あいさつ
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母
校
を
支
え
る
松
苑
会
の
益
々
の
発
展
を

短
大
　
第
五
期
卒
　
　
佐
　
藤
　
千
代
子

　

島
根
県
知
事
様
を
は
じ
め
多
数
の
ご
来
賓
の
方
々
の
ご
臨
席
の

も
と
、
「
島
根
県
立
大
学
短
期
大
学
部
松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
」
創
立

七
〇
周
年
記
念
式
典
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
、
卒
業
生
の
ひ
と
り
と

し
て
出
席
で
き
ま
し
た
こ
と
は
こ
の
上
な
い
慶
び
で
す
。

　

母
校
の
淵
源
は
一
九
四
六
年
島
根
県
立
女
子
専
門
学
校
に
あ

り
、
卒
業
生
は
一
万
名
を
超
え
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

私
は
短
大
五
期
生
で
一
九
五
九
年
に
卒
業
し
ま
し
た
学
び
舎
は

内
中
原
校
舎
で
す
。
卒
業
と
同
時
に
島
根
県
の
生
活
改
良
普
及
員

と
し
て
、
定
年
ま
で
お
よ
そ
四
〇
年
間
勤
務
し
ま
し
た
。

　

当
時
の
卒
業
生
は
、
県
内
の
学
校
や
病
院
等
の
栄
養
指
導
・
学

校
教
育
・
保
育
・
行
政
等
に
携
わ
り
会
得
し
た
専
門
知
識
や
技
術

を
基
に
、
現
場
に
対
応
す
る
た
め
に
必
死
で
努
力
し
た
事
を
思
い

出
し
ま
す
。

　

母
校
の
名
称
は
随
分
変
わ
り
ま
し
た
。
開
校
か
ら
七
〇
年
の
歴

史
は
社
会
の
変
遷
と
共
に
、
素
晴
ら
し
い
発
展
を
遂
げ
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
大
学
の
歩
み
を
思
う
時
、
我
が
松
苑
会
の
七
〇
年
と

い
う
組
織
の
重
み
を
強
く
感
じ
ま
す
。
よ
り
よ
い
大
学
づ
く
り
に

向
け
て
松
苑
会
の
支
援
活
動
は
ひ
た
す
ら
母
校
の
発
展
と
、
厳
し

さ
を
増
す
社
会
へ
巣
立
つ
後
輩
の
た
め
に
、
常
に
大
学
と
協
調
し

て
現
在
ま
で
支
援
し
て
き
ま
し
た
。
中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て
下

さ
い
ま
し
た
歴
代
の
会
長
様
を
は
じ
め
役
員
の
皆
様
に
心
か
ら
感

謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

私
達
は
短
期
大
学
部
松
江
キ
ャ
ン
パ
ス
創
立
七
〇
周
年
を
大
き

な
節
目
と
し
て
、
松
苑
会
会
員
の
絆
を
益
々
深
め
母
校
と
と
も
に

力
強
く
歩
み
た
い
と
存
じ
ま
す
。

溝口島根県知事あいさつ 本田学長式辞 ご来賓の方々

記念
パーティー
の様子

式典
の様子
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感
激
し
た
一
日短大

二
十
五
期　
　
　
　

川
　
井
　
恵
　
子

　

高
校
時
代
か
ら
の
親
友
と
宍
道
湖
を
眺

め
、
心
は
乙
女
に
戻
っ
て
ワ
ク
ワ
ク
一
畑
ホ

テ
ル
へ
。
子
育
て
や
仕
事
も
終
わ
り
が
見
え

て
、
青
春
時
代
を
懐
か
し
く
思
う
頃
に
迎
え

た
母
校
七
十
周
年
で
し
た
。
華
や
か
な
会
場

に
は
大
勢
の
卒
業
生
の
笑
顔
が
集
い
、
自
然

に
気
持
ち
が
高
ま
り
ま
す
。
年
齢
も
学
科
も

違
う
方
々
と
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
、
い
よ
い
よ

開
宴
。
来
賓
入
場
で
一
同
が
注
目
す
る
中
、

在
学
中
と
変
わ
ら
な
い
溌
剌
と
し
た
恩
師
の

先
生
方
を
見
つ
け
、
感
動
の
輪
が
広
が
り
ま

す
。
祝
辞
で
は
、
今
日
ま
で
多
く
の
関
係
者

の
努
力
で
、
時
代
に
沿
っ
た
変
遷
を
続
け
る

母
校
の
歴
史
が
語
ら
れ
、
心
か
ら
う
れ
し
く

思
い
ま
し
た
。

　

思
え
ば
、
入
学
と
卒
業
の
二
年
間
で
家
族

の
よ
う
に
温
か
く
身
近
な
先
生
方
、
生
涯
の

友
と
出
会
え
た
の
は
本
当
に
幸
せ
な
こ
と
で

し
た
。
地
元
に
在
っ
て
は
魅
力
あ
ふ
れ
る
沢

山
の
卒
業
生
と
、
県
短
出
身
と
い
う
だ
け
で

親
し
く
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

近
年
、
衰
え
て
い
く
気
力
・
体
力
を
淋
し
く

感
じ
る
中
、
会
場
で
お
目
に
か
か
っ
た
先
輩

方
の
生
き
生
き
と
し
た
姿
、
祝
賀
会
の
あ
ち

こ
ち
で
さ
り
気
な
く
細
や
か
な
心
配
り
を
さ

れ
る
役
員
の
方
々
の
楽
し
そ
う
な
言
動
に
、

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
！
と
励
ま
さ
れ
た
気
が

し
ま
し
た
。
私
も
、
後
半
の
人
生
は
良
き
お

手
本
に
習
っ
て
豊
か
に
年
を
重
ね
て
い
き
た

い
と
思
っ
た
一
日
で
し
た
。

　

若
い
頃
に
は
気
が
つ
か
な
か
っ
た
母
校

愛
。
私
達
の
今
日
は
間
違
い
な
く
あ
の
二
年

間
が
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。
次
回
も
必
ず
友

と
元
気
で
出
席
し
、
母
校
の
発
展
を
応
援
し

続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

記
念
式
典
に
参
加
し
て

短
大
五
十
三
期　
　
　
　

石
　
倉
　
麻
奈
美

　

短
大
を
卒
業
し
、
十
年
が
経
ち
ま
し
た
。

か
つ
て
目
標
と
し
て
い
た
栄
養
士
と
し
て
、

現
在
勤
め
て
い
ま
す
。
仕
事
と
子
育
て
に
追

わ
れ
る
毎
日
で
、
楽
し
か
っ
た
学
生
時
代
を

忘
れ
か
け
て
い
た
時
に
、
七
十
周
年
記
念
式

典
の
知
ら
せ
が
届
き
ま
し

た
。

　

式
典
当
日
、
会
場
に
は

三
百
人
を
超
え
る
参
加
者

が
集
ま
り
、
と
て
も
賑
や

か
に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

お
世
話
に
な
っ
た
恩
師
も

列
席
さ
れ
、
当
時
と
変
わ

ら
な
い
姿
に
嬉
し
く
思
い
、

学
生
気
分
に
戻
っ
て
声
を

か
け
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
私
の
同
期
の
参
加
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
年
齢
も
学
科
も
違
う
方
た
ち
と
で
も

同
じ
母
校
と
い
う
だ
け
で
話
が
は
ず
み
、
目

標
に
向
か
っ
て
学
ん
だ
日
々
を
思
い
起
こ
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
仲
間
と
一
緒
に
取
り

組
ん
だ
実
験
や
レ
ポ
ー
ト
、
失
敗
を
し
た
実

習
…
そ
れ
が
あ
っ
て
今
の
私
が
あ
る
の
だ
と

再
確
認
す
る
と
と
も
に
、
翌
日
か
ら
の
仕
事

の
励
み
を
見
つ
け
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
年
度
に
学
部
・
学
科
の
改
編
が

あ
り
、
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
す
。
健

康
栄
養
学
科
も
四
年
制
と
な
り
管
理
栄
養
士

の
取
得
が
可
能
に
な
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
卒
業
生
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
一

人
で
も
多
く
の
卒
業
生
と
一
緒
に
お
仕
事
が

で
き
る
こ
と
を
心
待
ち
に
し
な
が
ら
、
こ
れ

か
ら
の
学
生
た
ち
を
で
き
る
限
り
応
援
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

小泉凡先生講演 会場風景

佐野氏、山本氏、小泉先生へお礼の島根ワイン
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と　き　平成29年９月３日（日）
ところ　島根県立短期大学部松江キャンパス　体育館内研修室
講　師　保育学科美術工芸研究室　准教授　福井 一尊 先生

平成29年度ホームカミングデー開催についてのお知らせ

大塚 茂 先生

～「のんびり雲」８年の歩み～ 「えーさくおじさんの　
　ほっこり絵本ばなし」

岩田 英作 先生 前副学長 山下 由紀恵 先生
～「島根県各地で紡ぐ子ども・

保育・発達研究」～

今年で４回目となるバスツアーです。
昨年は由志園、水木しげるロード、大山みるくの里でした。
今年は、三瓶自然館サヒメルと石見銀山街歩きに出かけました。
参加された学生には大好評でした。

学生に混じって飛鳥祭に参加しています。
ここ数年は豪華（？）景品を用意してジャンケン大会で盛りあがっています。

学生全員が集まる良い機会なので、松苑会のＰＲも兼ねてスポーツドリンクを配って応援しています。

活 動 報 告

１．ホームカミングデー（平成22年から開催）

２．バスツアー（平成26年から開催）

３．飛鳥祭への参加

４．新入生歓迎球技大会

第３回 第４回 第５回

詳細については

同封のチラシを
参照
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　去る平成28年11月27日（日）にホテル一畑において松
江キャンパス創立70周年記念行事を盛会のうちに終える
ことができました。その時に出席された皆様には、「松
苑会70年のあゆみ」という写真を中心とした小冊子を記
念品としてお渡ししましたが、出席いただけなかった皆
様にも記念行事の様子と日頃の松苑会活動の様子を会報
でお知らせできることを嬉しく思います。
　ご家族やお友だちの間で会報のことが話題になれば幸
いです。会報についてのご感想、松苑会活動へのご意見
などありましたらぜひお寄せ下さい。　　（役員一同）

　４年制大学化に伴い、学舎の増改築計画が進められております。また、教育後援会（在学生の保護者会）が中心となって
卒業生会館（仮称）の建設計画も進められております。
　松苑会からはこれまで本館正面入口に陶板の壁画と体育館入口にブロンズ像を贈りました。このたびも記念に残るものを
是非寄贈したいと思います。
　卒業生会館（仮称）が完成すれば母校を会場にして同窓会を開催できるものと期待しております。そこで、このたびの大
学の大きな変革にあたり、記念品募金をお願い致したく別紙を同封させていただきました。ご協力、何卒よろしくお願い申
しあげます。

募金のお願い

編集後記

URL http://www.u-shimane.ac.jp 島根県立大学 検 索

松苑会役員名簿 Ｈ29.6.1現在
役 名 氏　　名 役　　名 氏　　　名
会 長 来 海 公 子 理 事 太 田 泰 子
副 会 長 安 部 文 子 理 事 菊 池 伴 子
副会長・事務局長 布志原　久美子 理 事 景 山 佳 代
理 事 吉 川 和 恵 理 事 板 倉 純 子
理 事 高 瀬 泰 子 理 事 狩 野 慶 子
理 事 野々村　三千子 理 事 松 本 史 子
理 事 枡 田 智 子 理 事 福　島　智恵美
理 事 清 水 和 栄 理 事 安　達　砂奈江
理 事 山 本 知 子 理 事 加 藤 志 穂
理 事 中　野　志女子 監 事 松 浦 絹 子
理 事 西 山 啓 子 監 事 古　川　貴美子
理 事 小　森　久美子

４年制大学となるお知らせ
　松江キャンパスは平成30年４月より４年制の新学部を開設することとなりました。保育教育学科と地域文化
学科で構成する人間文化学部（学部名、学科名は仮称）。
　また、今まであった保育学科と総合文化学科は短期大学部として存置されます。一方健康栄養学科は4年制
となり出雲キャンパスに移転します。詳細は下図をご覧ください。

●松江キャンパスに「保育教育学科」「地域文化学科」の2学科で構成する4年制の「人間文化学部」を新たに開設します。
●短期大学部の健康栄養学科は4年制化のうえ出雲キャンパスへ移転します。
●短期大学部は「保育学科」「総合文化学科」の2学科構成とし、定員を見直します。
●出雲キャンパスの「看護学部」は、「看護学科」「健康栄養学科」の2学科で構成する「看護栄養学部」に改編します。

（注）（　　）内の数値は1学年の定員数、学部・学科名称は仮称http://matsuec.u-shimane.ac.jp/special/

●改編後（平成30年4月より）

●現在

2018年4月 新学部開設！ ―無限の可能性を求め、新たなステージへ―
島根県立大学では、松江キャンパスにおける新学部の開設を柱とする学部・学科の改編を行います！ 
※現在計画中のものであり、認可申請により変更となる場合があります。

会員の皆様の住所、氏名の変更等ご存知の方は事務局までお知らせ下さい。
事務局は毎週木曜日（10：00～ 14：00）に開いております。会員の異動についてのお願い


